
実　　施　　時　　期 7月～12月

取　　組　　内　　容 　7月に１学年140名の技術・家庭科の授業「食事の計画」において、家庭科教諭と学校
栄養士が4回に渡りティーム・ティーチングで「中学生に必要な栄養素を満たした献立の
立て方」の授業を行い、１日分の献立を考える学習をしました。
　その中で、６つの食品群をバランス良く使い季節感のある献立、作業工程が給食に適
した献立という観点で、各クラスから代表を選び、実際に2学期の9月から12月までに9
名の献立を取り入れました。実施当日は、給食時の校内放送で献立を考えた生徒自身
による「今日の給食一口メモ」の放送を行いました。それぞれの生徒のこだわりや工夫
した点を原稿にまとめ読むことで、全校生徒・職員425名に今日の給食の意図を伝える
ことができました。
生徒からの反応は好評で、毎日給食委員の生徒とやりとりをしている「給食連絡ノート」
には、“同級生が考えたとは思えない位おいしかった”や“すごくおいしくて、こんな給食
を考えられるクラスメイトを見直しました”などの意見もみられました。
　この取り組みは、生徒の給食への関心と学習意欲を高める手立てとなり、残量の軽
減や食習慣の改善にも繋がると実感できました。来年度以降も継続して実施します。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

群馬県

取 組 市 町 村 名 高崎市

取 組 の 名 称 家庭科と給食の連携授業「生徒考案給食の実施」

9月5日実施

麦ご飯、ハンバーグ金平あんかけ

味噌汁、高崎野菜ナムル、巨峰、牛

乳

9月7日実施

枝豆梅ご飯、豚肉のしょうが焼き

たぬき汁、ごま和え、牛乳



実　　施　　時　　期 8月

取　　組　　内　　容

取 組 の 名 称 「健康フェスタ２０１７～夏休み食育まつり～」

　群馬県では、食育応援企業であるイオン高崎店と連携して、食育や健康づくりへの、
理解や関心を深めることを目的に、「健康フェスタ２０１７～夏休み食育まつり～」を開催
しました。
  内容は、ぐんま食育応援企業による展示・体験ブースの他、食育カルタ大会、おもしろ
科学実験、正しいラジオ体操講座、食育ビンゴ大会等で、約3,700名の方に参加いただ
きました。今回は、栄養週間プレゼント企画として、先着1,000名様にキウイと野菜
ジュースを配布し、栄養相談等も行いました。
　また、このイベントを契機に「ぐんまちゃんと学ぶ　食育カルタ」の販売を開始しました。
子どもから大人まで、楽しく食の大切さが学べる本県オリジナルの食育カルタです。
価    　格：６９３円（税込）
販売場所：ぐんまちゃん家（東京銀座）、群馬県庁２階県民センター、
　　　　　　　群馬県内行政県税事務所、イオン高崎店

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

群馬県

取 組 市 町 村 名 群馬県



実　　施　　時　　期 12月

取　　組　　内　　容    前橋市は米麦二毛作が盛んな地域であり、小麦粉を使った「粉食文化」が定着してい
ます。しかし、食生活の洋風化や外食・中食の増加により、郷土の粉食料理に接する機
会が減っています。
そこで、地場産の小麦粉を使った郷土料理を若い世代に伝える「地域食文化伝承交流
会」を開催し、農業理解の促進と地産地消の輪を広げる取り組みを行いました。
   中部農村生活アドバイザーの会の女性農業者を講師として、12月7日に県立勢多農
林高等学校の食品文化科食品科学コース２年生20名に、県産小麦「さとのそら」を使っ
たすいとん（中華味・カレ－味・サラダすいとん）作りを体験してもらいました。今回の「す
いとん」は、若い人においしく食べてほしいと中部農村生活アドバイザーの会が作成し
たレシピで作りました。

【様式２】　　　　　　食育月間以外の月の取組
　　　　　　　　（6月を除いた4月～12月までの実績）
提 出 都 道 府 県 名
政 令 指 定 都 市 名

群馬県

取 組 市 町 村 名 群馬県

取 組 の 名 称 「地域食文化伝承交流会」
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